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　方法〉米国カンザス州マックファーソン大学C.W.Nichols等のi4調査

　日本に適用できる1 2項目を選び、　調査票を小学校三年生の母親に担

供を通じ配付、　回収した（回収率993; ）。
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について多く履條しているが、　子供、　特に女子には、「家族関係」「保育」

つた、　モノからヒトとヒトとの関係を学習する必要性を認め、　ｒ栄ii jの

もひき続いて重要視している。　また、　男子には、「家族関係」「家庭管理」

居」の履修希望が高くなっている（日本の専業主婦は、　男子のｒ家庭管理丿

要性をあまり認めていないが。　）「住居」については、　日米の母親ともに
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ないが。　日本の母親が現在履修したいのは、「住居」領域で

いての自己評価、　男子・女子についての必要性は、米国人の

領域にわたって評価が高い。　日米の差異としては、米国の母

」について自らも履修しているが、男・女子双方が学習する

る。


